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１．「学校関係者評価」の実施方法について 

今回の「学校関係者評価」は、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」を踏まえ

た評価項目に沿って実施した「令和 7年度自己点検評価」について、本校に関連する企業等 4名の評価委員

（委員一覧表）に評価していただいた。 

評価委員からの意見は、本校で組織する自己点検評価委員会委員長（校長）および教職員が承り、その評価

結果の内容等について要約の上、報告書として取りまとめた。 

 

２．学校関係者評価委員一覧表                          （順不同・敬称略） 

 評 価 委 員 会社（企業）名 役職名 任 期 備  考 

久永 忠範 
一般社団法人 

鹿児島県情報サービス産業協会 
会長 R9.3.31 

株式会社 フォーエバー 

代表取締役 

当日欠席 

森 邦彦 
特定非営利活動法人 

鹿児島インファーメーション 
理事長 R9.3.31  

竹下 とみお 
特定非営利活動法人 

鹿児島デザイン協会 
理事 R9.3.31 

協同組合 ドゥ・アート 

代表理事 

小森 昌章 
株式会社 

小森昌章建築設計事務所 
代表取締役 R9.3.31 当日欠席 

押井 啓一 南九州税理士会 相談役 R9.3.31 

税理士法人 押井会計

代表社員 

※教育課程編成委

員会より参加 

眞邉 隆洋 合同会社 エムコミューン 代表 R9.3.31 当日欠席 

川北 康貴 株式会社 エーアイエス 
取締役常務 

執行役員 
R9.3.31  

前平 秀康 
卒業生 

株式会社 土佐屋 
 R9.3.31  

木塲 砂保里 保護者  R9.3.31 当日欠席 
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３．委員会次第（概 要） 

 （１）開会 

 （２）学校長挨拶 

就任の挨拶と本委員会の目的について説明を行った。 

 （３）委員長選任 

     本校校長、中広 義隆委員を委員長に選出し、議長とした。 

 （４）令和 7年度 自己点検評価報告 

     校長より、評価の変更の項目および、今後の取り組みについての報告を行った。 

   （詳細は後記のとおり） 

 （５）討議・意見交換 

     各評価委員から、報告に対するご意見・ご指摘をいただいた。 

     （詳細は後記のとおり） 

（６）学校長挨拶 

（７）閉会 

 

４． 評価の変更の項目および、今後の取り組みについての報告（校長） 

・KBCCが来年(2027年)で 40周年であることを伝えた。 

・新しい校舎(2号館)で授業がスタートしたことを伝えた。 

・今年(2026年)は、学校教育法の改正があった。主な変更は下記のとおり。 

1. 呼称の変更 「生徒」→「学生」 

2. 単位制の導入 

3. 自己点検評価の変更 

・今年(2026年度)から自己点検評価が変更になった。主な変更は下記のとおり。 

1. 4段階評価から 5段階評価に変更。 

     非常に良い:5 良い:4 普通:3 改善必要:2 大きな改善必要:1 

  2.大学と同等の内容に変更。 

 

・ １ 教育理念・教育目的 

・ ２ 学校運営 

○毎週月曜日の朝礼時に職員全員で唱和を行い、口にすることで意識付けを図っている。 

○教育目標に関しては、長年使用しているもので、その内容が勉強にあっているかどうかの見直しが 

必要。 

  ○今季はたくさんの新任の教職員が増えた。日々の業務に追われていて新人研修もままならない状況。 

 ○学校運営方針・中期計画が策定されているかどうかというところで、厳しく改善必要としている。 

  明確な方針や指針計画は今存在していないので改善が必要。 

  学校法人としてではなく、KBCCとしてなんらかの中・長期案の計画案を作成していきたい。 

 ○法人本部は宮崎であり財務などの本機能は基本的に宮崎である。ただ、KBCCでは組織としての意思 

決定がある程度できている状況。 

 ○校長はジェネラルマネージャー的ポジショニング、教務や雑務等の業務は管理職の面々に頑張っても 

らっている。 
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■前平委員 

 ・ｅスポーツの今後のあり方はどうなるのか？ 採算はとれるのか？ 

   → 交流戦を増やしていきたい。(校長) 

 

■森委員 

 ・教職員の人選は学校で OKが出ても、理事会で覆ることはないか？ 

   → 理事会で覆ることはない。正式採用の時は、必ず理事長との最終面接を行っている。 

    全面的に現場に人選が任されている。(校長) 

 

■竹下委員 

 ・中期計画について、時間をかけてみてもよいのでは？ 

   → 度々、変更が入ることもあり作成に時間をかけるのもどうかと思い、なかなか悩ましい。 

    ざっくりとした、指針更新は法人なり学校単位なりに作成していく必要はある。(校長) 

 

 

・ ３ 教育課程の編成 

・ ４ 教育活動 

・ ５ 学修成果 

○専門課程を長年運営しているので、各課程で職業教育として形が出来上がっている。 

 ○情勢がどんどん変化するので、アンテナを張って対応していきたい状況。 

 ○就職率は 100%である。公務員科の合格率は 86.6%である。 

 

■竹下委員 

 ・特に実習や演習を頑張ってほしい。 

 ・企業と協力して、実習を検討してもよいのでは。 

 

■森委員 

 ・学生からの評価などは、どのように行っているか？ 

   → 進級時と卒業時にアンケートを行っている。(校長) 

  ・先生たちの評価もアンケートにしてもよいのでは。 

→ 真摯に受け止めて改善していく。(校長) 

 

■川北委員 

 ・医療秘書科の実習を多くしたほうがよい。 

 ・オンラインでの授業はしていないのか。 

    → 履修成果がよくなく、実際に学校に来てもらい授業を受けるほうが望ましい。(校長) 

 

■前平委員 

 ・せっかく資格を持っているのだから、実際に仕事で使えるレベルであってほしい。 

  普通自動車の免許を持っているのに、新人さんが入社した時に運転できない人がいる。 
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・ ６ 学生の受入れ 

・ ７ 学生支援 

○学科を超えた交流会をこれから増やしていく。 

     ○就職に関しては、担任に一任している。 

     ○属している学科以外の就職についても、他の学科でもサポートできるようにする。 

     ○社会人経験者や既卒の入学者も増えて欲しい。 

     ○第三者のカウンセラーに相談できる場所を設けている。 

 

■前平委員 

  ・第三者のカウンセラー (外部) に相談できるのはよい。 

 

■森委員 

 ・ハラスメントに対する対応はどうなっているか？ 

   → 昨年セミナー（勉強会）を行った。カウンセラーに相談にのってもらうことも可能。(校長) 

 

 

・８ 教員・教育体制 

・９ 施設・設備 

・１０ 法令順守・社会連携 

  ○求人を出しても、応募が少ないのが現状。優秀な人材を確保したい。 

  ○Wi-Fiを一斉につなげると、急に処理速度が遅くなるので対策が必要。 

  ○コンプライアンスで情報公開はしているが、社会との連携は積極的にしたい。 

  ○公務員科では、学生指導としてボランティア活動を推進している。 

 

  ■森委員、竹下委員、川北委員、前平委員 

   特になし 

 

                               －以 上－ 

 

記 録：安 藤 


